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下記は、１２月１日朝日新聞の記事です。まずは、ご一読ください。 （字が小さくて
すみません…。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私は、この記事を読んで、反省すべきことがありました。ただ、改めて大切だなと思

うこともありました。 



○大切なのは、その発言を否定せず、議論のきっかけにすること。 

○子どもと対話しながら、ともに「変だよね」を解きほぐし、問い直していくプロセスが

必要。 

○意見や自己表現のあり方が自分と違うからといって相手をいじめていいなんて  

ことはない。 

○「みんな違ってるけど、別にどうでもいい」ぐらいにならないといけない気がします。 

○人と違うことが当たり前になる環境を作っていけば、誰がどんな格好をしたって  

どうでもよくなる。 

「ちがいを認め合える」社会に 

あひるのチャレンジの「チ」である「ちがいを認める」。私たち大人が環境を作ると

ともに、子どもと対話しながら理解させていくことが必要だと感じています。 

また、「まだ『みんな違って、みんないい』という気持ちを１００％もてていなくても、

いじめはいけない」ということを私たち大人が伝えていかなくてはいけません。 

ちがいを認め合い、誰もが過ごしやすい学校や家庭、地域を作っていくためにも、

学校と家庭、地域が一つのチームになっていくことが大切です。 

今後も学校の取り組みにご理解ご協力いただきますよう、よろしくお願いします。 


